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ヨ
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遠藤和子(作家)

一
一
月
に
な
る
と
、
審
を
心
待
ち
に
す
る
.
風

の
音
に
耳
を
そ
ば
だ
て
、
空
の
色
を
う
か
が
い
、

足
元
の
雷
の
解
け
具
合
に
敏
感
な
ほ
ど
反
応
す

る
。
ニ
月
は
「
曹
閤
・
富
山
」
に
つ
い
て
考
え

る
月
で
も
あ
る
。

日
本
は
、
世
界
で
も
有
数
の
帯
宮
地
帯
。
最

深
積
雪
や
降
雨
量
は
世
界
一
。
こ
の
日
本
の
中

で
、
最
も
積
雪
の
多
い
の
が
北
随
地
方
で
、
都

市
と
し
て
は
上
越
市
、
県
庁
所
複
地
で
は
寓
山

市
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
過
積
な
文
明
地
域
で

し
か
も
、
北
陵
の
よ
う
な
低
繊
度
地
帯
に
毎
年

多
量
の
雷
が
降
る
の
は
、
世
界
で
も
診
し
い
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
婚
し
い
土
地
に
住
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
は
国
土
の
六
割
が
輔
副
閣
で
あ
る

も
の
の
、
一
億
一
千
万
の
総
人
口
の
う
ち
、
智

園
に
住
ん
で
い
る
の
は
、
約
二
割
の
二
千
万
人

余
り
。
輔
副
聞
に
住
む
者
は
遊
ば
れ
た
人
間
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
心
を
な
だ
め
、
納
得
さ

せ
て
み
る
が
、
心
の
底
で
は
、
ど
う
せ
降
る
な

ら
ば
山
に
降
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。
し
か
し
、

人
為
の
及
ば
ぬ
こ
と
で
、
突
の
配
剤
を
恨
め
し

く
さ
え
思
う
。

雷
の
恩
恵
は
嫌
ほ
ど
知
っ
て
い
る
。
水
力
発

電
を
起
こ
す
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り
、

濯
瀬
用
水
、
エ
難
用
水
、
上
水
道
の
利
用
に
役

立
っ
て
い
る
。
富
山
の
水
や
米
、
山
梨
、
魚
が

お
い
し
く
て
、
「
き
と
き
と
富
山
」
と
胸
を
張
れ

る
の
も
雷
の
お
除
で
あ
る
。
ま
た
、
曹
が
降
っ

て
も
、
交
通
路
は
確
保
さ
れ
、
経
済
生
活
に
は

昧
4

日
本
一の
ジ
ャ
りの
ホ
な
べ

日
本
海
な
べ
祭
り
が

一
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
三
日
間
、

高
岡
古
城
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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豊
か
な
男
女
共
同
社
会
に
向
け
て
{
)

『
幻
世
紀
女
性
プ
ラ
ン
県
民
の
つ
ど
い
』
が、

一
月
十
日
、

富
山

市
の
県
教
育
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
昨
春
、
県
が
策
定
し
た
「
幻
女
平
等
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

世
紀
を
め
ざ
す
と
や
ま
女
性
.フ
ラ
ン
」
を
浸
透
さ
続
い
て
、
劇
作
家
の
如
月
小
春
氏
が
「
男
と
女

せ
、
女
性
の
持
つ
能
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
社
が
と
も
に
築
く
幻
世
紀
社
会
」
と
題
し
記
念
講
演
。

会
に
生
か
そ
う
と
聞
か
れ
た
も
の
で
、
意
見
発
表
「

一
人

一
人
の
人
聞
は
、
皆
違
う
個
性
を
持
っ
て

と
記
念
講
演
に
約
六
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

い
る
。
男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
と
枠
に
は
め
ず
、
そ

意
見
発
表
て
は
、
小

・
中
・
高
校
生

・
一
般
の
代
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
認
め
あ
う
こ
と
が
大
切
。
」
と
男

表
、
男
女
八
人
が
登
壇
し
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
女
双
方
の
意
識
変
革
を
訴
え
ま
レ
た
。

な
ど
を
通
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
も
と
に
、
男
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第
旧
回
富
山
県
県
政
世
論
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

調
査
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
県
政
に
対
す
る
要
望
や
関
心
を

的
確
に
把
握
し
、
県
政
推
進
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
、
情
報
化
・
国
際
化
の
進
展
、
価
値
感
の

多
様
化
な
ど
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、

、
県
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
意
識
な
ど
に
つ
い
て

• • 

高
齢
者
対
策

痴
呆
性
老
人
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
の
介
護
や
看
護
は
、
家
庭
事
情

も
反
映
し
対
応
は
様
々
で
す
が
、
「福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
な
が
ら
家
庭
て
世

話
を
す
る
」
と
「
家
庭
で
家
族
が
世
話
を
す
る
」
と
い
う
人
が
多
く
な

っ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
の
健
康
づ
く
リ
対
策
で
は
、
「
い
き
が
い
対
策
の
充
実
」「
運
動
指
導
の

充
実
」
が
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ディ・サービスなど

福祉サービスを活用し

ながら、家庭で家族が

世話をする

(26.2%) 

(N =1032) 

(NA 0.3) 

高齢者の健康づくりのために、どのような対策が望まれますか。あなたにとって重

要なものと思えるものを2つあげてください。 (MA)

50 (%) 

理未の教室や老人大学校など生きがL、|
| ・・:・:144.5 

対策の充実 | 

家庭で家族が世話を

する

(25.1%) 

痴呆性老人を抱えた場合の介護や看護について

問

本人に適した運動指導の充実 1:::5555555555555555=:135.9 

高齢者の健康づくりのための望ましい対策
o 10 20 30 40 

高齢者健康相談、健康診断の充実 |・:・:・:・:・:・:・:・:・:・:・:・:・:125.2 

あなたの家庭で、痴呆性老人(いわゆるボケ老人)を抱えること

となった場合、そうした老人の介護や看護はどうされますか。次

の中から 1つあげてください。

問

調
査
し
ま
し
た
。

【
調
査
の
概
要
】

蘭
査
の
斑
目

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

調
査
の
項
目

ω都
市
景
観

ω観
光
と
余
暇

ω芸
術
・

文
化

同
国
際
交
流

同
医
療
保
健

附
高
齢
者
対
策

的
警
察

附
食
料

・
農
業

倒
木
材
の
利
用

制
消
費
生
活

川
施
策
の
認
識

ω広
報

・
公
聴

ω県
政
へ
の
要
望

4 

間
査
の
担
針

川
調
査
地
域

ω調
査
対
策

ω標
本

数

凶
抽
出
方
法

ω調
査
期
間

附
調
査
方
法

富
山
県
全
域

満
二
十
歳
i
七
十
九
歳
の
男
女

千
二
百
(
回
収
数
千
三
十
二
)

層
化
副
次
無
作
為
抽
出
法

昭
和
六
十
二
年
八
月

一
日
1
八
月
十
四
日

調
査
員
に
よ
る
個
別
面
接
調
査

調
査
結
果
の
み
か
た

-
結
果
は
百
分
比
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。
数
表
お
よ
び

解
説
の
百
分
比
は
小
数
第
二
位
を
四
捨
五
入
し
て
あ
り

ま
す
。

・
質
問
末
尾
に
「
(
M
A
)
」と
あ
る
の
は
、

一
つ
の
質
問
に

対
し
て
一一
つ
以
上
の
回
答
を
認
め
た
場
合
を
示
し
ま
す
0

・
数
表
中
に
「
N
」
と
記
し
て
あ
る
の
は
、
分
類
別
各
層

の
対
象
者
総
数
を
示
し
て
い
ま
す
。

-
数
表
中
に

「N
A
」
と
記
し
て
あ
る
の
は
、
無
回
答
の

割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

(N =1032) 

5 

な

σコ

Lつカ、

そ

わ

現
在
、
日
本
の
老
年
人
口
割
合
(
全
人
口
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
人
の
占
め
る
割
合
)
は
、
約
十
・
九

%、

こ
れ
が
、
昭
和
百
年
(
二

O
二
五
年
)
に
は
約
二
十
三
・
四
%
と
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
に
な
る
と
予

一

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
富
山
県
の
老
年
人
口
割
合
は
、
約
十
三

・
四
%
。
全
国
よ
り
十
年
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
急
激
な
高
齢
化
に
社
会
の
シ
ス
テ
ム
や
私
た
ち
の
生
活
様
式
が
対
応
し
き
れ
ず
、
福
祉
・
医
療
・

雇
用
な
ど
の
面
で
様
々
な
障
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

今
回
の
調
査
に
あ
る
よ
う
に
、
痴
呆
を
は
じ
め
と
し
た
高
齢
者
の
。
心
。
の
問
題
も
、

今
後
、

一
層
重
要
に

な
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
痴
呆
に
つ
い
て
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
と
い
う
と
、
そ
の
暗
い
一
面
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
化
社
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
再
確
認
し
、
お
互
い
を
尊
重
し
あ
う
。
多
世
代
共
存
社

会
。
で
も
あ
り
ま
す
。

若
者
も
老
人
も
、
家
庭
や
地
域
の
中
で
、
そ
の
個
性
を
い
か
す

。
い
き
い
き
長
寿
社
会
。
を
創
造
す
る
こ

一

と
も
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

その他

(0.7%) 

精神病院を

利用する

(0.8%) 



医

療
保
健

七
割
余
の
人
が
か
か
リ
つ
け
の
医
院
(
診
療
所
)
や
病
院
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

具
合
が
悪
い
と
思

っ
た
と
き
は
、
三
人
に
二
人
が
ま
ず
薬
を
飲
ん
だ
リ
、
安
静

に
し
て
様
子
を
み
て
い
ま
す
。

医
院
(
診
療
所
)
や
病
院
に
対
し
て
は
「
病
気
の
状
態
や
治
療
方
法
の
説
明」

を
、
地
域
の
医
療
に
対
し
て
は
、
「救
急
医
療
体
制
の
強
化
」
や
「
老
人
医
療
の

充
実
」
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

あなたは、「身体の具合が悪いな(かぜ‘や腹痛なと')Jと思ったとき、

ますどうしますか。

その他 (0.9%)
とくに何もしない(5.9%)
すぐ、大きな病

院でみてもらう

(3.0%) 

問あなたは、医院(診療所)や病院に対してどのようなことを望みますか。次の中

から3つ以内であげてください。 (MA)問

70% 

市販の薬や売

薬を飲んで様

子をみるすぐ身近な医

院(診療所)

にみてもらう 38.3% 

薬などはあま

り飲まず、安

静にして様子

をみる

25.0% 

69.6 

b 

(N=1032) 

26.9% 

今後、あなたの住んでいる地域の医療について、どのようなことを期待し

ますか。次の中から3つ以内であげてください。 (MA)

住んでいる地域の医療に期待すること

問

40 50% 

60 50 40 30 20 10 。
医師は、病気の1丈態や治療方法をよく
説明してほしい

待ち時間を短くしてほしい

必要なときは専門の医院(診療所)や

病院を紹介してほしい

受診しやすい診療時間帯に広げてほし

受付職員や看護婦などは、もっと親切

にしてほしい

入院時の給食内容や給食時間を改善し

てほしい

(N =1032) 

医院(診療所)や病院に対する要望

検査は、もっと少なくしてほしい

防火などの安全に一層配慮、してほしい

検査は、もっと多くしてほしい

寝たきり老人や痴呆|主 (ぼけ)老人な

どに対する医療が充実されること

近くに信頼できるかかりつけの医師が

確保されること

イ也σ〉そ

特にない

わからない

?竺ぜ〆

作 竹
病気の早期発見のため、健康診査など

が充実されること

医院(言釘寮所)や病院の医師や看護婦

などの診療従事者が充実されること

リハビリテーションのための医療施設

が充実されること

健康相談や健廟婿などのイ尉建指導が

充実されること

東洋医学 (和漢E針寮など)が充実され
ること

(N=1032) 

h
u
 

d
4
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わからない

σ〉そ
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急
な
病
気
や
け
が
な
ど
の
と
き
、
迅
速
な
搬

送
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
患
者
の
命
に
関
わ

る
重
要
な
問
題
で
す
。

富
山
県
で
は
、
昨
年
二
月
に
救
急
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
を
開
始
、
救
急
患
者
の
搬
送
の
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
公
的
病
院
、
救
急
病
院
、

消
防
本
部
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
、
医
療
機
関
の
診
療
や
手
術
の

可
否
、
空
床
の
有
無
、
在
宅
当
番
医
、
病
院
群

輪
番
制
な
ど
の
情
報
を
収
集
、
記
録
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
消
防
本
部
等
で
は
、
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
装
置
で
各
病
院
の
情
報
を
的
確
に
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
救
急
患
者
の
症
状
に
応

じ
た
医
療
機
関
の
検
索
、
そ
し
て
そ
こ
へ
の
搬

送
を
迅
速
か
つ
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
救
急
医
療
の
体
制
を
効
果
的
に
運

用
す
る
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
必
要

で
す
。
一
一
九
番
へ
は
落
ち
つ
い
て
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

よ
う
に
、
ま
た
、
よ
り
重
症
の
救
富
山
者
が
利

用
で
き
る
よ
う
救
急
車
の
安
易
な
利
用
は
慎
み

ま
し
ょ
う
。



あなたは、この一年間に観光レクリエーション旅行(日帰り旅行を含む)

をしたことがありますか。
問

あなたは、今後3日以上休日が連続した場合、どのような余暇の過ごし方をしたいと考え
ていますか。 3つ以内であげてください。 (MA)問

観
光
と
余
暇

• ••• •• ••. ••• 
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(%) 
元議

イ立 2 イ立 3 位 4 イ立 5 位
州 i

20，;....29黛 旅1行泊以上の圏内 交際・交遊 休 養 日帰り旅行(2 海外旅行

也，
(62.3) (50.0) (31.2) 7.3) (14.9) 

30ん 39..陸 旅1行泊以上の圏内 休 養 交際・交遊 日帰り旅行 趣 味
(56.0) (34.0) 28.2) 27.3) (16.7) 

総'!'""'49議 旅1行泊以上の圏内 休 養 交際・交遊 趣 味 テレビ・ラジオ
(46.2) (40.6) (32.9) (22.6) (20.5) 

50-問、議 旅1行泊以上の圏内 休 養 テレビ・ラジオ 日帰り旅行、交際・交遊
(45.2) (39.6) (29.0) 26.7) 

60歳以上
事誌

テレビ・ラジオ 旅1行泊以上の圏内 休 養 読書・新聞など 日帰り旅行(2 
(49.5) (41. 7) (33.0) 24.8) 

3日以上休日が連続した場合の余暇の過ごし方上位5位(年齢別)

" 
最近、いわゆるリゾート法(総合保養地域整備法)が制定され、全国的にリゾー卜墓地(長

期に滞在して保養する所)の整備が進められようとしていますが、あなたは、余暇を有効に

活用するためのリゾート墓地としては、どのような施設が必要だと思いますか。 2つ以内
であげてください。 (MA)

余暇を有効に活用するためのリゾート基地としての必要施設(全体・性別)

問

(N=1032) 

観光レクリェーション旅行の有無

50 (%) 

44.8 

(，性別〉

20 30 40 10 。。
-・--_...吋スポーツ・レクリェーション施設

39.4ト:・:・.. .・:・:・...・:ー...・;・三河 /スキー場、ゴルフ場、プール、1
ソム・人γ ・γ..ムγ.~ ¥体育館、テニスコー卜など/

・・・・・・・人・_.........・」自 然 休 養 施 設
53.01:・.. .・:・:・..似合:・...・:・:γ:・;・:ヌ---日/自然休養林、自然休養村、 1. . . .)・・・・・・・・・・・・・・・・・・JI ，. ~. _ _L.. 1 

p • • • .1い¥イキングコースなど / 

10 
く全体〉

40 30 20 (%) 50 

51.9 
54.0 

(旅行をしたことがあると答えた方に)その旅行の主な目的は何でした

か。 3つ以内であげてください。 (MA)問
-JJJJJJJJJJJムγ.'~廉価な宿泊施設

36.9 t::不:よ:り:ー:り.. .・:・:・:・:・:・:・:j(ロ ッジ、ユースホステル、 1
1 ¥国民休暇村など / 

4主

i全

ー男

争一一--.....女

旅行の目的(全体・性別)64.7 
(%) 

70 

60 

50 

40 
砂

37.6 
36.3 

4主

f全

仁二コ 男

仁二コ女

員又

ど)

他

施
ルな

σ〉

A企』

コミ

化ホ

易
以
下
は
次
号
で

L、なわ田'じ，、とだ

(N=780) 

そ

σ〉

他

研

究

8 

休

養

目
一
勿
ム
一
山

安

旅

一丁
'''勾
a

30 

20 

10 

。

(N=1032) 

貿
易
摩
擦
の
緩
和
や
国
民
生
活
の
向
上

な
ど
の
観
点
か
ら
、
内
需
の
拡
大
、
余
暇

の
充
実
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
民
間
活
力
を

導
入
し
た
滞
在
型
の
大
型
リ
ゾ
ー
ト
開
発

構
想
が
活
発
化
し
、
昨
年
五
月
に
は
、
総

合
保
養
地
域
整
備
法
(
リ
ゾ
ー
ト
法
)
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
期
休
暇
を
有
意
義
に
過
ご

す
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

・レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
、
文
化
活
動
な
ど
が
で
き
る
総
合
的
な

保
養
基
地
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

今
回
の
世
論
調
査
で
は
、
リ
ゾ
ー
ト
基

地
に
必
要
な
施
設
と
し
て
、自
然
休
養
林
、

自
然
休
養
村
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

l
ス
な
ど

の
自
然
休
養
施
設
、
ス
キ
l
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
上
位
を

占
め
、
富
山
県
民
の
健
康
指
向
が
う
か
が

え
ま
す
。

富
山
県
内
で
も
、
立
山
リ
ゾ
ー
ト
構
想

案
な
ど
い
く
つ
か
の
計
画
が
浮
上
し
て
い

ま
す
。

9 





ポ
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
幻

謂
査
の
概
要

川
や
海
な
ど
に
面
す
る
水
際
線
を
よ
り
人
間

的
な
も
の
へ
回
復
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
全

国
的
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

富
山
県
で
も
、
富
山
港
か
ら
富
岩
運
河
沿
い

の
一
帯
を
、
魅
力
あ
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

(
水
辺
空
間
)
に
再
整
備
す
る
た
め
調
査
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
調
査
委
託
先
の
船
日
本
港
湾
協

会
か
ら
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

B.海洋性レクリ工ーションゾーン

0.木のかおりゾーン

F.港への工ントランスゾーン

-水と緑に固まれた来庁都市のシンボルオアシスとしての幸財く公園

・花と緑に固まれ、水辺の景観を楽しみながらショッピング等ができ

る施設

・コンペンションホール等を備えた文化施設

.水質;争化のための施設

". 
. ~;... 〆 、a
a 

一A白 .-.民、-_. の一吋

巴~.-.‘.... ι-‘ ， 守 ...一 .‘‘ 

， 、
ι‘ ，、・ F

，/〆，
a

‘，
 

h

J

F
 

、
ぶ
草
、h

，ず_， ヘ
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整
備
方
針

富
山
港
の
機
能
の
高
度
化

・
多
様
化
を
図
る
と
と

も
に
、
富
岩
運
河
等
の
三
運
河
を
富
山
の
新
た
な
観

光
拠
点
に
匙
ら
せ
る
た
め
、
次
の
方
針
で
整
備
を
進

め
ま
す
。

@
人
々
の
多
様
な
活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備

@
安
全
で
効
率
的
な
港
湾
空
間
の
整
備

@
拠
点
を
結
ぶ
運
河
を
軸
と
す
る
ア
ク
セ
ス
の
整
備

@
水
と
緑
を
活
か
レ
た
環
境
の
整
備

@
魅
力
あ
る
い
き
い
き
と
し
た
景
観
の
整
備

@
賑
い
の
あ
る
舞
台
づ
く
リ
の
た
め
の
魅
力
の
演
出

聾
備
内
容

計
画
地
域
を
A
l
F
の
六
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
、

各
ゾ
ー
ン
の
特
性
に
あ
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
整

備
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

主
な
整
備
内
容
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

-木の彫刻や花壇を並べたプロムナ

.木の遊具で楽しく遊べる広場

・地域産業への理解を深める文化施

日又

・物を作る楽しさを味わえる施設

-海洋レジャーの拠点とな

るマリーナとその関連施

日又

・地域の特産品を買ったり、

運河やマリーナの景観を

楽しみながら食事ができ

る施設

・漁師町の風情を活かした

「きときとの魚の朝市」の

場の確保

魅
力
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア

運
河
の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
水
上
パ
ス
、
様
々
な

デ
ザ
イ
ン
の
橋
、
国
際
レ
ベ
ル
の
噴
水
博
や
水
の
彫

刻
展
、
光
と
水
が
織
り
な
す
魅
惑
的
な
夜
景
な
ど
、

魅
力
づ
く
リ
の
た
め
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
を
盛

リ
込
む
こ
と
も
大
切
で
す
。

毛1〆

-運河の歴史がわかる中島閉門記念:館

・水をテーマにした多様なイベン 卜を味わ

える施設

・圏内タ.}O)人々と交流を深めることのでき

るお祭り広場

・水の様々な現象を再現し、科学知識を深

めることのできる文化施設

A.みなとまちゾーン

み
な
と
ま
ち
富
山
の
新
た
な
魅
力
マ
つ
く
り
を
目
指
し
て

期
間
は
、
前
期
(
概
ね
昭
和
七
十
五
年
ま
で
)
と

後
期
に
大
別
し
、
前
期
に
は
、
運
河
水
質
改
善
に
配

慮
し
な
が
ら
、
み
な
と
ま
ち
ゾ
ー
ン
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
ゾ
ー
ン
、
港
へ
の
工
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン

を
中
心
に
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

実
現
化
へ
の
課
題

計
画
を
よ
リ
効
果
的
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は

@
運
河
水
質
の
改
善
策
の
検
討

@
運
河
景
観
と
マ
ッ
チ
す
る
周
辺
再
開
発
の
誘
導

@
と
や
ま
都
市
M
I
R
A
I
等
の
関
連
計
画
と
の

一

体
的
整
備

@
民
活
事
業
の
導
入

@
住
民
主
体
の
再
開
発
運
動
の
展
開

が
課
題
で
す
。

以
上
が
報
告
書
の
概
要
で
す
が
、
今
後
は
、
報
告

書
の
主
旨
を
踏
ま
え
、
関
連
計
画
と
の
調
整
や
民
活

事
業
の
導
入
に
配
慮
し
な
が
ら
、
県
・
市

・
民
聞
が

一
体
と
な
っ
て
、
早
期
整
備
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ

か
ら
段
階
的
に
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

-釣りやボー卜遊びが楽しめる施設

・水辺の景観を眺めながらくつろげる丘

.地域の様々な行事告開ける広場

段
階
的
な
整
備

ポ
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
、
広
範
な
地
域
に
お
け

る
雄
大
か
っ
多
様
な
計
画
で
あ
リ
、
そ
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
事
業
の
緊
急
度

・
効
果
、
他
計
画
と
の
関

係
等
を
十
分
考
慮
し
て
、
段
階
的
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
リ
ま
す
。

一、九
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-高質な港湾関連の業務ピル

・海や港にちなんだ各種イベン 卜施設

・水上パス、富山湾遊覧船のためのターミナル

• i巷を眺めながらく つろげる広場

E.ウォーターイベントゾーン

c.水のインターゾーン

緑道のイメージ

※
こ
の
計
画
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
県
庁
港
湾
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



ど
け
ど
い
暮
、
ぅ
!
の
ア
ド

レポーターは、

パ
イ
ザ
!富山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

私
が
訪
れ
た
の
は
、
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

す
。
場
所
は
、
富
山
県
庁
の
西
側
、
松
川
沿
い
の
第

一

生
命
ビ
ル
の
中
で
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
県
民
の
消
費
宅
活
の
安
定
と
向

上
を
は
か
る
総
合
的
消
費
者
保
護
対
策
の
拠
点
と
し
て

昭
和
四
十
六
年
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
消
費
生
活
相

談
、
商
品
テ
ス
ト
、
県
民
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
を
通
し

て
、
消
費
生
活
の
安
定
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

私
達
、
消
費
者
の
縁
の
下
の
力
持
1

14 

て
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
か
ご
紹
介
レ
ま
す
。

ま
ず
は
、
相
談
業
務
で
す
。
最
近
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

相
談
が
減
リ
、
訪
問
販
売
、
通
信
販
売
、
マ
ル
チ
ま
が

い
、
無
庖
舗
販
売
な
ど
の
相
談
が
多
く
な

っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
具
体
事
例
と
し
て
は
、
消
火
器

・
英
会

話
セ
ッ
ト

・
羽
毛
布
団

・
鍋
な
ど
の
購
入
苦
情
相
談
が

あ
る
そ
う
で
す
。

次
に
商
品
テ
ス
ト
業
務
で
す
。
特
に
苦
情
テ
ス
ト
が

多
く
、
何
と
い
っ
て
も
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
問
題
が

一
番
だ

そ
う
で
す
。
三
階
の
テ
ス
ト
ル
ー
ム
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
機
械
を
使
っ
て
納
得
の
い
く
結
果
が
て
る
ま
で
、
あ

ら
ゆ
る
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談

・
テ
ス
ト
業
務
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
紹
介
を

し
、
欠
陥
商
品
に
つ
い
て
は
通
産
省
に
か
け
あ
う
と
の

こ
と
で
す
。

啓
発
業
務
と
し
て
は
、
「
暮
ら
し
の

一
日
教
室
」
や
「
消

費
者
ス
ク
ー
ル
」
で
、
賢
い
消
費
者
の
育
成
を
し
て
い

ま
す
。
新
聞
紙
上
に
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
事
例
を
掲
載

し
、
県
民
へ
の
啓
発
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

転
ば
ぬ
先
に
相
談
f
T

県
民
が
。
転
ば
ぬ
。
よ
う
に
と
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、

成
人
の
日
に
マ
ン
ガ
風
テ
キ
ス
ト
て
新
成
人
に

P
R
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
職
場

・
地
域
へ
も

P
R
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

万
が

一
η

転
び
そ
う
。
に
な
っ
た
と
き
の
対
応
と
し

て
、
セ
ン
タ
ー
で
は
「
ク
|
リ
ン
グ
オ
フ
」
の
方
法
を

N
T
T
の
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
巻
末
に
掲
載
す
る
な
ど
細
か

い
配
慮
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。

で
も
、

一
番
大
切
な
の
は
、
自
分
て
守
る
、
被
害
に

合
わ
な
い
う
ち
に
問
い
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
人
の
小
さ
な
問
題
も
み
ん
な
で
考
え
て
解
決
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

個
人
か
ら
家
庭
ヘ
、
家
庭
か
ら
地
域
社
会
ヘ
、
豊
か

な
暮
ら
し
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
機
関
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「主
体
性
の
あ
る
暮
ら
し
が
賢
い
消
費
者
だ
」
と
い
う

言
葉
が
、
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

-Rレポ
ー
タ
ー
募
集

「
レ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
県
政
の

い
ろ
ん
な
所
を
見
て

み
た

い
U

こ
の
よ
う
な
方
は
、
県
庁
広
報
課
ま
で
ご
連

一

絡
く
だ
さ

い
。
(
宮
0
7
6
4
・
引
・
4
1
1
1
)
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ヘ
ち
ま
を
大
島
町
の
特
産
品
に
し
よ
う
と
躍
起
に
な
っ

取
リ
組
ん
だ
の
は
七
年
前
。
農
協
婦
人
部
が
た
ま
た

伎
の
中
を
何
の
へ
ぢ
ま
と
尼
え
ど
も

ぶ
ら
り
と
し
て
は
喰
は
れ
ざ
る
な
り

ふるさと
みてある

大島町の概要
面積 7.85平方キロメートル
人口 8，521人 (63年 1月1日現在)
圧川扇状地の一角を占める田園都市だが、富山市と高岡市の中間

に位置するため、急速に都市化が進んでいる。「鳥取の里」は誉津別

命のために鵠をとったと 『古事記』に記されている史跡。町内には、

十の獅子舞カ河云えられており、赤井には珍しい安産祈願の「親子獅

子舞」がある。

ノ、

田j

島

に
は
「
越
中
大
島
太
鼓
」
の
文
字
。
大
・
中
・
小
、
十

五
個
の
太
鼓
を

一
斉
に
た
た
く
か
ら
、
す
ご
い
迫
力
。

体
じ
ゅ
う
に
響
き
渡
る
。
い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
が
次
々

に
展
開
し
て
い
き
、
全
く
飽
か
せ
な
い
。
ま
さ
に
太
鼓

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
こ
ん
な
の
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
こ
の
越
中
大
島
太
鼓
は
、
ま
だ
デ

ビ
ュ
ー
も
し
て
い
な
い
の
だ
。

「
大
島
町
に
は
何
も
あ
リ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
来
年
の
開

町
百
年
を
目
ざ
し
て
ま
と
ま
っ
た
行
事
を
作
リ
、
ふ
る

さ
と
意
識
を
盛
リ
上
げ
よ
う
と
創
作
し
ま
し
た
U

と
世

話
役
の
島
田
重
太
郎
さ
ん
。
一

年
半
前
、
ゼ
口
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

手
本
は
島
根
県
の
掛
合
太
鼓
。
「
七
年
前
に
で
き
た
ば

か
り
の
新
し
い
太
鼓
で
す
。
掛
合
町
へ
は
何
度
も
通
い

ま
し
た
よ
。
今
練
習
し
て
い
る

『大
島
百
年
太
鼓
』
は、

む
こ
う
の
先
生
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
で

す
U練

習
は
週

一
因
。
募
集
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
二
十

名
の
若
者
が
全
町
か
ら
や
っ
て
く
る
。
「
ズ
ブ
の
素
人
ぱ

か
リ
だ
か
ら
半
年
聞
は
、
木
の
コ
口
を
持

っ
て
ひ
た
す

ら
リ
ズ
ム
の
練
習
で
し
た
。
難
し
く
て
何
度
も
や
め
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。
最
近
よ
う
や
く
形
に
な
っ
て
、
面

白
さ
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
U「
町
の
た
め
に
が
ん
ば

ら
な
く
ち
ゃ
U

と
使
命

感
に
燃
え
て
い
る
人
も

い
れ
ば
、
「
目
立
ち
た

い
か
ら
U

と
言

う
人
も
。
練

¥ 

習
は
厳

ま
配
っ
た
ヘ
ち
ま
の
苗
に
目
を
付
け
た
。
「
最
初
の

三
年
間
は
評
判
悪
く
て
ね
。
な
ん
て
ヘ
ち
ま
や
?

と
ボ
ロ
ク
ソ
で
し
た
U

戦
前
は
盛
ん
に
作
ら
れ
て

い
た
ヘ
ち
ま
は
、
も
は
や
誰
も
振
リ
向
か
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。

「
ヘ
ち
ま
を
、
特
産
に
し
て
い
る
所
は
ど
こ
に
も
な
い

し
、
昔
は
作
ら
れ
て
い
た
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
宣

伝
し
な
く
て
い
い
。
そ
れ
に
、
ヘ
ち
ま
の
黄
色
い
花
が

町
じ
ゅ
う
で
見
ら
れ
た
ら
き

れ
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
庭

先
で
簡
単
に
作
ら
れ
ま
す
か

ら
ね
Uと

こ
ろ
が
、
大
量
に
作

ろ
う
と
思
う
と
、
栽
培
法

を
書
い
た
も
の
が
全
く
な

い
。
「
韓
国
に
勉
強
に
行
き

ま
し
た
。
向
こ
う
は
進
ん

て
ま
す
よ
U

ヘ
ち
ま
は
、
「
ヘ
ち
ま
生

産
組
合
」
て
作
リ
、
「
ラ
ツ

し
い
が
、
休
憩
と
な
る
と
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
大
騒
ぎ

だ
。指

導
の
明
長
隆
さ
ん
は
、
「
息
は
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
今、

新
曲
を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
郷
土
の
伝
説
を
取
り

入
れ
た
リ
し
て
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
二
十

一
世
紀

を
目
ざ
す
近
代
的
な
も
の
に
し
た
い
U

と
意
欲
満
々

。

フ
ァ
開
発
」
て
製
品
化
し
、
「
ヘ
ち
ま
産
業
」
て
販
売
す

る
。
ど
れ
も
滝
田
さ
ん
が
代
表
て
、
数
十
名
の
人
が
参

加
し
て
い
る
。
「
大
島
町
の
特
産
品
に
育
て
る
た
め
に
は
、

大
島
町
の
人
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
か
ら
ね
日
皆
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
っ
て
、
ま
く

ら
や
ベ
ル
ト
、
靴
の
中
敷
、
ヘ
ち
ま
茶
な
ど
を
作
っ
て

き
た
。

「
ヘ
ち
ま
は
吸
湿
、
通
気
、
保
温

性
が
い
い
し
、
便
秘
や
ぜ
ん
そ
く

に
も
い
い
ん
で
す
よ
。
今
は
寝
具

が
主
で
す
が
、
建
築
資
材
な
ん
か

も
作
っ
て
い
き
た
い
て
す
ね
U

幽
ヘ
ち
ま
の
用
途
は
い

っ
ぱ
い
あ

司
る
と
い
う
。
た
だ
、
問
題
は
、

量
が
少
な
く
て
全
国
展
開
で
き
な

い
こ
と
。
「
バ
イ
オ
や
水
耕
栽
培
な

ん
か
も
取
リ
入
れ
て
量
を
増
や
し
た
い
で
す
。

あ
と
二
1
三
年
は
苦
労
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
へ

ち
ま
の
こ
と
を
考
え
る
と
夜
も
寝
ら
れ
ま
せ
ん
わ
J

町
の
人
に
自
信
を
持

っ
て
も
ら
え
る
も
の
に
し
た
い

と
言
う
滝
田
さ
ん
、
ヘ
ち
ま
の
よ
う
に
ブ
ラ
リ
と
し
て

は
い
ら
れ
な
い
。

16 

燃
え
る
/

越
中
大
島
太
鼓

「
い
よ
|
|
つ
/
」
ズ
ズ

H

ス
ン
、

H

ス
H

ス
ズ

ン
、
若
者
た

ち
が
ビ
力
ビ
力
の
太
鼓
を
前
に
パ
チ
を
振
リ
か
ざ
し
て

い
る
。
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
グ
リ
ー
ン
の
そ
ろ
い
の
ト
レ
ー

ナ
ー
。
胸
に
は
開
町
百
年
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
背
中

越lt

火島永勢

溢宇

久島示談

「
夏
に
は
、
商
工

ま
つ
リ
て
の
デ
ビ
ュ
ー
も

考
え
て
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
県
内
外
の
太
鼓
を
集

め
た
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
そ
レ
て
海
外
遠
征
も
U

と
島
田
さ
ん
。
夢
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
む
。
大
島
音
頭
も

作
リ
、
今
、
大
島
町
は
燃
え
て
い
る
。
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-
ロ
月
同
日

高
等
学
校
生
徒
等
海
外
派
遣
結
団
壮
行
式

(
解
図
式
1
月
4
日
)

-
ロ
月
初
日

わ
た
し
た
ち
の
壁
画
展

(
i
1
月
引
日

県
立
近
代
美
術
館
)

-
ロ
月
辺
日

富
山
県
都
市
計
画
地
方
審
議
会

-
ロ
月
初
日

富
山
県
総
合
運
動
公
園
用
地
取
得
に

関
す
る
覚
書
調
印
式

-1月
叩
日

幻
世
紀
女
性
プ
ラ
ン
県
民
の
つ
ど
い

・1月日
日

第

3
回
富
山
県
中
核
農
業
士
、
青
年

農
業
士
等
の
つ
ど
い

-1月
刊
目

安
川
発
電
所
竣
工
式

・1月日
日

ゴ
ン
ド
ラ
誕
生
祭

い
き
い
き
富
山
日
本
海
な

べ
祭
り

(
i
1
月

η
日

高

岡

古

城

公

園

)

と
や
ま
ス
ノ
ー
ピ
ア
|
ド
飽

(
1
2
月

7
日
、
富
山
城
祉
公
園
)

・1月日
日

ガ
ン
カ
モ
科
鳥
類
の
生
息
数
調
査

2月の
おでかけ
フラン

1
7臼

と
や
ま
ス
ノ
ー
ピ
ア
|
ド

m

v富
山
城
祉
公
園
他

生
活
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

V
富
山
県
民
会
館
他

宇
奈
月
温
泉
雪
の
カ
ー
ニ
バ
ル

V
宇
奈
月
温
泉
街
他

5 
日

6

・7
臼

ア
臼

雪
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

V
富
山
県
民
会
館

圃

・;ン
J
A

一同

一

圃

h
1
3ぷ
弘司
ード
v

一

-

ハ
主
ふ
い

一

.

，i'J
一一J

-

E

A

，aιtaw

-

-

4

事

必『
尚

一

・

~，S綱d
J

幽
明

一

-

J
守
J

一

一

圃

民
戸
ト
ァ

n
u即
漁

一

-

?品川
ι1
ぃ

一

・

1
h
9一弘

一

.

，
t

a勘

L

-

7
日

歩
く
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

V
小
杉
町
太
附
山
ラ
ン
ド

魚
津
つ
子
雪
ま
つ
り

V
市
立
西
部
中
学
校

11 
日

ウ
ヴ
ド
リ
l
h
富
山

木
工
教
室

-
日
時
/
二
月
二
十

一
日
制

.
作
る
物
/
小
物
入
れ

-
材
料
費
/
七
百
円

※
詳
し
く
は
、
ウ

ッ
ド
リ
ー
ム
富
山
(
小
杉
町

黒
河

包
0
7
6
6
-
m

・
1
5
7
0
)

ヘ

午
前
九
時

児

i
M日

m
-
U臼

14 
B 

14 
日

14 
臼

間
・
目
白

n
n
M

・n
H
M可
叶
4

n〆
』
‘
門
戸
」

F
ト

L

14 
日

20 
日

21 
日

そ
ぱ
祭
り

V
利
賀
村
村
営
グ
ラ
ン
ド

閑
乗
寺
高
原
ス
ノ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

V
庄
川
町
・
閑
乗
寺
高
原

黒
部
つ
子
雪
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

V
宮
野
山
運
動
公
園

砺
波
市
雪
つ
子
ま
つ
り

V
入
善
中
学
校

雪
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

V
小
杉
町
太
閤
山
ラ
ン
ド

さ
る
く
ら
雪
の
カ
ー
ニ
バ
ル

V
大
沢
野
町

・
猿
倉
山
ス
キ

l
場

い
き
い
き
富
山
自
作
ソ
リ
競
技
大
会

V
大
山
町
・県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
l
場

ゴ
ン
ド
ラ
雪
の
祭
典

V
大
山
町
・
県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
ー
場

剣
岳
雪
の
カ
ー
ニ
バ
ル

-v
t
市
町
・
北
ア
ル
プ
ス
文
化
セ

ン

タ
ー
他

つ
ご
も
り
大
市

V
城
端
町

・
西
町
通
リ

※
詳
し
く
は
、
県
庁
観
光
物
産
課
へ

美
津と
遣の
言対
完話
~'88 

版
画
作
家
に
焦
点
を
あ
て
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク、

ル
オ
|
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
、
力
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
-

池
田
満
寿
夫
ら
の
内
外
の
代
表
的
連
作
版
画
に
、

郷
土
ゆ
か
リ
の
作
家
の
作
品
を
あ
わ
せ
て
、
約

三
百
六
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

-
期
間
/
二
月
六
日
出

1
三
月
六
日
間

@
場
所
/
県
立
近
代
美
術
館

-
観
覧
料
/
一

般

百
五
十
円

高
校

・
大
学
生

小

・
中
学
生

日 曜 場 所 時間

砺波市となみプラザ前 10:00-15・30
6 土
高岡駅前 10 : 00 -15 : 30 

7 日 黒部市メJレシーショッヒ。ングセンタ一前 10 : 00 -15 : 30 

9 火 滑川市エールショッピンク。センター前 10・00-15:30

富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 
13 土
高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 

14 日 富山西武前 1 0 : 00 -16 : 00 

高岡駅前 1 0 : 00 -1 5 : 30 
20 土
富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 

高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 
27 土
富山駅前 1 0 : 00 -1 6 : 00 

28 日 高岡駅前 10・00-15・30

昭和63年2月街頭献血日程

八
十百
円 二
十
円

(
宅
地
分
譲
案
内
)

南
太
閤
山
一
戸
建
用
地
(
十
二
区
画
)

.
分
譲
価
格

四
万
六
千
九
百
円
/
凶

太
閤
山
企
業
用
職
員
宿
舎
用
地

(
五
棟
分
・
こ
か
所
)

av分
譲
価
格

四
万
五
千
四
百
円
/
d

.
問
い
合
わ
せ
先

太
関
山
住
宅
団
地
建
設
事
務
所

(
宮

0

7
6
6
-
m
・
0
2
2
1
)
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{
優
良
宅
地
取
得
資
金
}

県
、
ま
た
は
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
し
た
住

宅
団
地
の
宅
地
を
購
入
さ
れ
る
方
へ
の
資
金
融

資
で
す
。

-
融
資
限
度
額

二
百
五
十
万
円

@
償
還
期
間

二
十
年
以
内

@
融
資
利
率

年
五

・
一
パ
ー
セ

ン
ト

{
富
山
県
特
別
住
宅
分
譲
制
度
}

日
山
県
住
宅
供
給
公
社
て
、
雪
に
強
い
住
宅

仕
様
の
も
の
を
購
入
す
る
場
合
な
ど
に
通
則
さ

れ
る
制
度
て
、
住
宅
金
融
公
悼
の
融
資
傾
が
剖

増
さ
れ
る
な
ど
の
特
典
が
あ
リ
ま
す
，

「
地
域
優
良
木
造
住
宅
の
一

一

割

増

融

資

」

住
宅
金
融
公
庫
及
び
県
の
「
住
み
よ
い
家
づ

く
リ
資
令
」
の
融
資
を
受
け
、
耐
雪
型

・
断
熱

構
造
化
の
木
造
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
、
住
宅

令
融
公
庫
か
ら
品
市
二
百
万
円
の
訓
増
融
資
が

受
け
ち
れ
ま
す
c

{
住
み
よ
い
家
"
つ
く
り
資
金
}

19 

雪
に
強
い
家
づ
く
リ
、
住
み
よ
い
家
づ
く
リ

の
お
手
伝
い
を
す
る
寓
山
県
性
み
よ
い
家
づ
く

リ
資
金
の
融
資
条
件
が
改
持
さ
れ
有
利
に
な
リ

ま
し
た
ι

@
融
資
限
度
額

新
築

三
百
二
十
万
円

改
良
・
中
古
改
良

二
百
万
円

@
償
遣
期
間

新
築

二
十
年
以
内

改
良
・
中
古
購
入
十
年
以
内

@
融
資
利
率

年
五

・
一
パ
ー
セ

ン
ト

※
住
宅
資
金
融
資
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
富
山

県
住
宅
供
給
公
社

(2
0
7
6
4
・
辺
・

5

1
3
1
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
c



「経済指標の
かんどころ」
(改訂第15版)

経済指標の
かんどころ

「
経
済
指
標
の
か
ん
ど
こ
ろ
」
は
、
社
会
・

経
済
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
具
体
的
な
統
計
デ
ー
タ

や
図
表
を
用
い
て
解
説
し
、
全
体
を
コ
ン
パ
ク

ト
で
利
用
し
や
す
い
形
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

各
項
目
は
、
〈
い
み
〉
〈
た
と
え
ば
〉
〈
か
ん
と

こ
ろ
〉
の
三
部
て
構
成
。
〈
い
み
〉
で
概
念
を
端

的
に
示
し
、
〈
た
と
え
ば
〉
で
最
新
の
わ
か
リ
や

す
い
統
計
を
掲
げ
、
〈
か
ん
ど
こ
ろ
〉
て
は
理
論
、

経
過
、
現
状
、
そ
し
て
問
題
点
や
将
来
の
展
望

な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

『
経
済
指
標
の
か
ん
ど
こ
ろ
』

・
申
込
先
/
富
山
県
統
計
協
会

(
県
斤
統
計
課
内
)

・
定
価
/
千
二
百
円

相談窓口のごあんない

4t~jjJi;jii古道管~両面岨l~F.j

.困りこrと相談所

警察本部防犯少年課

n(0764) 33-8080 
-覚せい剤・サラ金相談

警察本部生活保安課

宮 (0764)4ト8904
-暴力団ゼロ110番

警察本部捜査第二課

宮(0764)42-0110
このほか各警察署でも受け

付けていますο

-陪【主主奇司陣・岨喧E・E・
.消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

〈一般相談は〉

宮 (0764)32-9233
〈金融相談は〉

宮 (0764)33-3252
-消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766)25-2777

-・・・E忌E・E・盟量_f:
富山市新総曲輪ト7(県庁内)
宮 (0764)314111附
31 3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
n(0766)21 9411 

F品-

孟

-高岡地方県民相談室

晶炎ヰ目民-県

昭
和
五
十
六
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
富
山
県
立
近
代
美
術
館

は
、
表
現
主
義
か
ら
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
ま
で
、
「
二
O
世
紀
の
美

術
の
流
れ
」
を
堪
能
で
き
る
全
国
で
も
例
の
少
な
い
美
術
館

で
す
。二
階
の
常
設
展
示
室
で
見
ら
れ
る
の
は
、
ミ
ロ
、
ル
オ

l
、

ピ
カ
ソ

l
、
ポ

ロ
ッ
ク
、
さ
ら
に
は
、
岡
本
太
郎
や
池
田
満

寿
夫
な
ど
多
彩
で
す
。

土
寸
こ
、

政
4
6
t
k

フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
両
家
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
l
(
1

8
7
1
1
1
9
5
8
)
の
版
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
豊
寓
で
、

全
作
品
一一百
七
十
同
点
の
う
ち
4

一百
二

A

十
八
点
を
収
蔵
。

常

設
展
示
室
で
も
、
そ
の
う
ち
の
数
点
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。県立近代美術館

魚津市新宿107(総合庁舎内)
宮 (0765)24-5311

砺;度市幸町17(総合庁舎内)
宮 (0763)33-5151

. }罪、逮地方県民相談室

-砺波地方県民相談室

見てください・聞いてくださいRADI。
ラジオ広報TV N鵬・PAPER

テレビ広報新聞広報

ロ-
M

善
-岡編 集後

一
月
十
五
日
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

の
中
の
か
日
本
海
な
べ
祭
リ
九
冷
た
い

雨
と
ぬ
か
る
み
に
も
め
げ
ず
、
会
場
に

は
長
い
列
。
寒
さ
に
ふ
る
え
て
い
る
人
、

た
だ
単
に
お
腹
が
減
っ
て
い
る
ふ
う
な

人
な
ど
、
待

っ
て
い
る
人
の
表
情
は
様

様
で
し
た
が
、
料
理
を
口
に
し
て
い
る

と
き
は
皆

一
様
に
満
足
顔
。
あ
い
あ
い

傘
で
な
べ
を

つ
つ
く
老
夫
婦
、
小
さ
な

子
供
に
食
べ
さ
せ
て
い
る
お
母
さ
ん
な

ど
、
ほ
の
ぼ
の
し
た
光
景
が
あ
ち
こ
ち

で
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
き
っ
と
、
あ

た
た
か
い
な
べ
が
身
も
心
も
あ
た
た
め

て
く
れ
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。

AM9: 30-9: 35 

ラジオ広報

• FMとやま
“ふれあいホットライン"

県内各地からホッ卜な話題を

クリアなサウンドでおとどけ

します

毎週月 一金曜日

テレビ広報
・北日本放送

毎週日曜日 AM8:00-8: 30 
「こんにちは富山県です」

.富山テレビ放送

毎週日曜日 AM9: 00-9:30 
rll 0万人のひろば
ークイズ/フォーカス・インー」

新聞広報
・北日本、 富山、読売、北陸中日

毎週第2土曜日
「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日
「みんなの県政」

・朝日、毎日
毎月第2、最終土曜日
「県からのお知らせ」
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ジ
ヨ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
|
「
サ
ー
カ
ス
・
老
い
た
る
道
化
師
」



恋
咲
パ
レ
ン
タ
ダ
イ
チ
ュ
l
リ
ッ
フ

む
か
し
む
か
し
、
恋
咲
村
に
花
子
と
い
う
娘
が
い
ま
し
た
。
と

て
も
は
ず
か
し
が
り
や
で
、
ほ
ん
と
う
は
隣
村
の
一
太
郎
に
恋
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、
と
て
も
自
『
分
か
ら
は
い
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

他
の
年
頃
の
娘
た
ち
は
、
り
り
し
い
一
太
郎
に
電
話
を
か
け
た

り
、
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
出
し
た
り
、
デ
ィ
ス
コ
・
パ
ー
テ
ィ
に
さ
そ

っ
た
り
、
そ
れ
は
も
う
積
極
的
で
し
た
。

で
も
、
一
太
郎
は
真
面
目
で
働
き
者
だ
っ
た
の
で
、

デ

i
卜
に
応
じ
ま
せ
ん
。

な
か
な
か

⑨
 

年
が
開
け
て
二
月
に
な
り
ま
し
た
。
花
子
は
一
大
決
心
を
し
て
温
室
で

大
事
に
育
て
て
い
た
一
株
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
一
太
郎
に
贈
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
小
さ
な
手
紙
を
添
え
ま
し
た
。

「
こ
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、
い
ま
は
ま
だ
ツ
ボ
ミ
で
す
が
、
二
月
十
四

日
に
は
き
っ
と
美
し
い
花
を
咲
か
す
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
花
が
ピ

ン
ク
で
し
た
ら
、
そ
れ
は
私
の
愛
の
深
い
こ
と
の
証
し
で
す
。
そ
の
時
は
、

ど
う
ぞ
私
の
愛
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
。

一
太
郎
は
、
こ
の
奥
ゆ
か
し
く
も
、
や
さ
し
い
く
わ
だ
て
に
感
動
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
一
途
に
十
四
日
を
待
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
二
月
十
四
日
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
つ
ぼ
み
は
見
事
に
美
し
い
ピ

ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
、
一
太
郎
は
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
女
性
の
愛
の
強
さ

を
知
っ
た
の
で
し
た
。

《チューリップの花言葉〉

チューリップ全体:やさしさ・思いやり

〔愛の表現〕

赤色:ありがとう・情熱的な愛

桃色:愛のめばえ・あこがれ

黄色:ひたむきな愛・秘密

白色:初恋

紫色:大人の愛・セカンドラブ

昭和o3年 2月号No.229・企画発行富山県企画県民部広報課富山市新総曲輪1の7宮31-3131(県民電話)干930・印刷鮒チューエツ

ッブ
ューリ ッフ。を贈る習慣が

」と願ったのでしょうか。

をはじめ、ホワイトデーや誕

「愛」をチューリ ッフ。に託して

県広報とやま
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